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ハイドン：ピアノ・ソナタ第49番 変ホ長調 Hob.XVI-49

ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第3番 ハ長調 Op.2-3

ハイドン：ピアノ・ソナタ第52番 変ホ長調 Hob.XVI-52

ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第21番 ハ長調 Op.53 《ワルトシュタイン》

使用楽器：A.ワルター1800年頃モデル（P.マクナルティ2002年製作）

Haydn: Sonate für Klavier Nr.49 Es-Dur Hob.XVI-49

Beethoven: Sonate für Klavier Nr.3 C-Dur Op.2-3

Haydn: Sonate für Klavier Nr.52 Es-Dur Hob.XVI-52

Beethoven: Sonate für Klavier Nr.21 C-Dur Op.53 “Waldstein”
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B
rautigam Wednesday 15 May 2019, 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演 トッパンホール

全席指定 6,000円 ／学生3,000円
発売：12月12日水［ 会員：12月8日土］
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表面写真©Marco Borggreve　裏面写真©大窪道治

トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

2018.11

　2017年2月に開催されたフォルテピアノによ
るロナルド・ブラウティハムのベートーヴェン 

ピアノ・ソナタ。その第2回が早くも実現す
る。しかも今回は、念願だった《ワルトシュタ
イン》を核に据えた重量級のプログラムだ。
　ベートーヴェンのハ長調の2曲のソナタは、
それぞれの時代を画するエポックメイキング的
な作品。前回のモーツァルトに替わって、今回
ベートーヴェンと対比されるように置かれたの
はハイドンの2曲のソナタ。特にHob.ⅩⅥ-52

は、作曲家最後の、いわば彼のピアノ・ソナタ
の総決算ともいえる作品だ。
　以前のブラウティハムのハイドンは、ピリオ
ド楽器らしさを活かし、保ちつつ、過度に神経
質にならないところが魅力だった。最近はどの
ようなアプローチをするのだろうか。いずれの
曲も変ホ長調の作品が選ばれているが、いうま
でもなくこの調性は、ベートーヴェンの《英
雄》交響曲や、ピアノ協奏曲第5番《皇帝》へ

と繋がる意気軒昂な調。ハ長調との親和性も
ばっちりだ。
　しかも後半に弾かれるハイドンのソナタと
ベートーヴェンの第3番は、ほぼ同時期の1794

～95年に書かれている。大家ハイドンの、老い
てなお瑞々しい感覚と老獪な手腕、これに対し
て、覇気に満ちたベートーヴェンの気宇壮大な
世界を、ブラウティハムのフォルテピアノで聴く
ことで、新たな発見が皆さまを待っているはずだ。
　そして、本コンサート最大の聴きものは、い
うまでもなく《ワルトシュタイン》。ゴシック
建築のような堅牢にして壮大なハ長調の輝かし
い音楽。第1楽章冒頭、ピアニッシモの和音の
連打が作り出す軽やかな響きや、終楽章のオク
ターヴのパッセージなど、現代のコンサートグ
ランドとはひと味もふた味も違う新鮮な表現に
なるだろう。
　息つく暇のない疾風怒濤の充実のコンサート
を、ご期待ください。

トッパンホールの悲願、
名手ブラウティハムによる
ピリオド楽器での《ワルトシュタイン》！
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